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□❸プラスチックには，軽い，耐用性に富む，電
気を通しにくい，さびない，腐らない，分解
しないという性質がある。食器などは，昔は
ガラスや金属，陶磁器であったが，軽くて壊
れにくいプラスチック製のものが広まった。
また，電化製品の本体や部品は金属でできて
いたが，これも，軽くて，成形しやすく絶縁
性に優れるという理由でプラスチックが多く
なっている。容器類も木や金属だったものが
プラスチックになったものもある。しかし，
その安定な性質が利点ばかりではなく，逆に
ごみとして始末する方法が問題視されている。
リサイクルがたいせつである。

□❹熱可塑性樹脂：⑴，⑵，⑶
熱硬化性樹脂：⑷

□❺⑴と⑷

□❶⑴アルミニウム　⑵鉄　⑶ステンレス
　　⑷ジュラルミン　⑸銅　⑹青銅（ブロンズ）

□❷銅：人間が最初に生活に利用した金属は青銅
で，青銅器文化を形成した。銅は合金として
利用されることが多く，装飾品にも使われた。
鉄：鉄器時代の文化を形成している。最初の
鉄は隕鉄であろうといわれている。その後，
鉄鉱石を炭素と混ぜ，炉の中で蒸し焼きのよ
うな状態にし，鉄を還元したと考えられてい
る。日本ではこのようにして得られた鉄をさ
らに炭素中で灼熱し鍛えて，炭素含有量の少
ない鉄（鋼）をつくりあげた。
アルミニウム：20世紀になり溶融塩電解の
技術がつくりあげられて初めて，アルミニウ
ムがつくられた。ボーキサイトからつくられ
たアルミナを溶融して電気分解し，アルミニ
ウムとして使われた。

2章 1節　材料とその再利用（p.44）

□❹⑴天然繊維　⑵化学繊維　⑶植物繊維
　　⑷動物繊維　⑸合成繊維

□❺天然繊維：⑴木綿
合成繊維：⑵ポリエステル，⑶ナイロン

　　利用：木綿は吸湿性がよいのでタオルやハン
カチ，下着などに用いられる。

　 ポリエステルはしわにならずさらさらとし
ているので，衣服の生地や裏地として用い
られる。

　 ナイロンは細い糸が成形でき，引っ張り力
に強いので，ストッキングや靴下に用いら
れる。また，水を通さないので防水布とし
ても用いられる。

□❶⑴マルトース，グルコース，（デキストリン）
　　⑵グリセリン，高級脂肪酸
　　⑶ペプチド，α―アミノ酸

□❷⑴タンパク質　⑵油脂　⑶糖類

□❸糖類：米，パン，小麦，いもなど
エネルギー源として不可欠であり，からだの
組織をつくる働きをする。
タンパク質：肉類，魚類，豆腐，豆類など
エネルギー源，からだの組織をつくる，から
だの機能を調節する。
油脂：豚，牛，魚などの脂肪，豆類，クルミ，
ピーナッツなどのナッツ類など
エネルギー源，からだの組織をつくる，から
だの機能を調節する。

2章 2節　食品と衣料（p.62）
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各巻定価（本体19,000円+税）
2巻セット定価（本体38,000円+税）

定価（本体15,000円+税）

●第1巻　光や熱の科学・物質の科学　　
●第2巻　生命の科学・宇宙や地球の科学
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第 1巻 光や熱の科学・物質の科学

ＣＤ-ＲＯＭ付
「内容概略」

｢生徒用ワークシート｣収録

全2巻

7実教 科人301
準拠

第 2巻 生命の科学・宇宙や地球の科学

ＣＤ-ＲＯＭ付
「内容概略」

｢生徒用ワークシート｣収録

7実教 科人301
準拠

全2巻

 p.6

 p.32

※左ページの Aセットに含まれる「科学と人間生活 新訂版 DVD-ROM」と
　同じ商品となります。
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教授用総合指導書 ●教授用総合指導書は，年間指導計画案，本文解説，補充解説，
　実習解説，問題解答・解説で構成されています。

▼本文解説
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指導書
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88　3章　生命の科学

にある真っ黒な部分が瞳孔であり，ここから光が
眼球内に入る。瞳孔のまわりが虹彩であり，筋肉
によって，眼に入ってくる光の量を調節している。
　黒目の部分の表面には強膜がなく，透明な角膜
でおおわれている。
　次に，図 1を見ながら，眼に届いた光が網膜
に達するまでの経路を確認する。

角膜 → 瞳孔 → 水晶体 → ガラス体 → 網膜

　光は，角膜と水晶体で屈折し，ガラス体を通っ
て網膜に達する。水晶体が光学レンズと違ってい
る点は，弾力性をもつことである。水晶体は，チ
ン小帯によって毛様体と結びついている。毛様体
の筋肉の働きで水晶体の厚みが変化する。ガラス
体は，透明なゼラチン状の物質で，眼球の形を保
つのに役立っている。
　網膜中央部を黄斑といい，視野の中心の像がこ
こにできる。「やってみよう」で＋印をじっと見
つめると，＋印の像は黄斑上にできている。
　黄斑の外下方に，視角約 15°の点を中心に縦
7°強，横 5°強の大きさの盲斑（視野欠損部）がある。
視神経の通り道であり，光を感じる細胞が存在し
ないため，ここにできた像は見ることができない。

●解　説
❶　盲斑の検出
　眼の構造の学習を始めるに当たって，「やって
みよう」を実施するとよい。両眼視ではわからな
い盲斑の存在に気づくことで，眼についての関心
を高めることができよう。
❷　図 1左　眼の構造
　眼球の直径は約 2.5cmである。まず，鏡で自
分の眼を見たり，隣の生徒の眼を見たりして，正
面から見える構造を確認する。
　いわゆる「白目」として見えているのが強膜で
ある。強膜は，眼球を保護するとともに，眼球の
形を保っている。
　いわゆる「黒目」として見えている部分の中央

●学習の目標
・ヒトの眼の各部の特徴と働きについて学習する。
・光刺激を受けてから網膜で光を受容するまでの
経路を理解する。

●中学教科書では
・眼の構造の概略について学習している。盲斑や
黄斑については学習していない。

76　3章　生命の科学 1節　生物と光　77
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1節　生物と光　89

　網膜と強膜の間には，脈絡膜という多くの血管
が分布している薄い膜がある。黒い色素層があり，
網膜で吸収されなかった散乱光を吸収する。
　なお，角膜と水晶体の間は前眼房といい，透明
な液体（眼房水）で満たされている。

❸　図 1右　網膜の構造
　この図は，網膜の断面を拡大した模式図である。
ガラス体を通り抜けてきた光を感じる光受容器は，
脈絡膜側に分布している。視細胞にはかん体細胞
と錐体細胞がある（→ p.96かん体細胞と錐体細

胞）。かん体（桿体）は棒状，錐体は先がとがった
円錐状をしていることから，この名前がある。か
ん体は網膜全体に分布し，明暗を区別できるが，
色の識別に関与しない。錐体は黄斑部分に多く分
布している細胞で，色の認識にかかわっている。
光受容器で受けとった情報は，電気的な信号に変
えられて視神経細胞に受け継がれ，盲斑部分で視
神経の束となって脳へと情報を伝える。

❹　暗順応・明順応
　暗所から明所に出ると，まぶしく感じる。これ
は，かん体細胞に含まれるロドプシンが，急激に
分解されるためである。やがてロドプシンが減少
すると正常に見えるようになる（明順応）。
　一方，明所から暗所に入ると，はじめはよく見
えないが，やがて眼が慣れてくる。これは，かん
体細胞でロドプシンが合成されて増加することに
よる（暗順応）。（→ p.97　ロドプシン）

　明暗順応の経験をもつ生徒は多いと思うが，「や
ってみよう」を通して，暗順応を確認させたい。

❺　瞳孔反射
　無意識に行われる生体の特定の反応を反射とい
う。瞳孔の大きさの調節は瞳孔反射という。
　瞳孔は，明るいところでは小さくなり，暗いと
ころでは大きくなることで，眼に入ってくる光量
を調節している。顕微鏡やカメラのしぼりと同じ
働きである。
　眼に入る光の強さが増すと，虹彩の環状に走る
筋肉（瞳孔括約筋）が収縮することで，瞳孔は縮小
する。一方，光が弱くなると，放射状に走る筋肉
（瞳孔散大筋）が収縮することで，瞳孔が拡大する。
　瞳孔の収縮は 1秒以内に完了し，拡大は 5秒
以内で完了する。ヒトの瞳孔の直径は 1.3 mm

から 10 mmくらいまで変化する。
　ネコの瞳孔反射を見たことのある生徒は多いと
思われるので，ネコの眼の話は理解を助けるだろ
う。鏡を使って，自分の眼で瞳孔反射を確かめさ
せるとよい。

やってみよう
　教科書の指示に従って盲斑検査紙を作成し，
盲斑の存在を確認する。
　眼から 15 cmほどの位置に検査紙を置き，
左眼を閉じ，右眼で＋印を見つめたまま，ゆっ
くり紙を遠ざけていくと，●印が見えなくなる。
まずは，日ごろ気づかない盲斑の存在を知るこ
とが実験の目的である。
　盲斑を見つけることのできない生徒は，無意
識であっても右眼を動かしているためと思われ
るので，じっと見つめることを強調したい。
　最初に作図を扱う必要はないが，眼の構造を
学習した後，生徒の興味関心に応じて扱うとよ
い。発展実験については， p.96盲斑の検出
（発展）を参照。

図 A　眼の構造と盲斑

盲斑の検出

　まず，暗幕で暗くした部屋で電灯をつける。
　次に，片眼をつぶり，5分くらいそのままで
過ごす。待っている間に，「5分後に部屋の電
灯を消すこと」「部屋が暗くなったら，左右の眼
を交互に開けて，見え方の違いを比較すること」
を説明しておく。眼を開けたときにどんなこと
が起こるかを想像して発表させるなど，待って
いる時間を有効に使いたい。
　5分ほどたった後，電灯を消して，片眼での
見え方の違いを確認させる。これまで閉じてい
た眼を開けると，非常に明るく感じるので，生
徒は驚くことだろう。
　「やってみよう」を実施した後，かん体細胞
におけるロドプシンの変化について説明したい。

やってみよう暗さに慣れるとは？
3
章
1
節
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教授用総合指導書

 

目的　クロマトグラフ法によって，色素を分離
し，その位置や色から，緑葉中に含まれる色素
を調べる。また，抽出した色素がどのような色
の光を吸収するかを調べることで，光合成に利
用される光の色を考察する。　
クロマトグラフ法の原理　TLC（Thin Layer 

Chromatography）シートは，プラスチック板
にシリカゲルがコーティングされている。シリ
カゲルに吸着しやすい物質は移動が遅くなる。
一方，溶媒に溶けやすい物質は移動が早くなる。
色素のこうした性質の違いを利用して，シート
上に性質の違う色素を分離することができる。
ここでは，展開には TLCシートを用いている
が，ろ紙を用いる方法もある（ペーパークロマト
グラフ）。
準備　材料：乳鉢に入れたときにすりつぶしや
すいやわらかい緑葉（例：シロツメクサ，ホウレン
ソウ）　器具：マイクロチューブ（1.5mL用），ガ
ラス毛細管（バーナーの強い炎でガラス管を熱し，

実習 2緑葉中の色素の分離と光の吸収
筆で軽く線を引いておく。ボールペンなどを用
いると，展開溶媒に色素が溶け出すので，必ず
鉛筆を使用する。
　マイクロチューブの上澄み液を毛細管に吸い
込み，シートに引いた線の中央の位置に点をつ
ける。色が薄い場合は，抽出液が乾くのを待ち，
色素の丸い点の色が濃くなるまで数回くり返す。
④前もって，試験管に展開液を入れ，ゴム栓を
しておく。直径 18 mmの試験管の場合，展開
液の適量は，1.5～ 2 mLである。
　シートを，展開液の入った試験管に，静かに
まっすぐに入れる。
⑤展開液がシートの上端に届く前に展開を終え
る。展開に要する時間は 10分足らずである。
色素が分離していくようすも観察させたい。
　展開が終わった TLCシートを試験管からと
り出し，展開液が上昇した前線と各色素の輪郭
を鉛筆で記しておく。時間が経つと色素の色が
あせてくるので，色鉛筆でスケッチしたり，写

3
章
1
節

葉緑体の構造（→ p.64）

　多細胞生物の葉緑体の一般的な大きさは，直径5～
10 m，厚さ 2～ 3 ｍで，凸レンズ形をしている。
内外 2枚の膜に包まれている。内部には，扁平なチ
ラコイドがあり，筒状に重なった部分をグラナと
いう。また，まわりの基質部分をストロマという。

図 A　葉緑体の構造

光合成の詳しいしくみ（→ p.77）

　光合成では，いくつもの反応過程を経て，有機化
合物が合成される。その概要は以下のとおりであ

の H＋が，チラコイド内腔に入る。
④NADPH2の生成　光化学系Ⅰでは，光エネル
ギーによって活性化された電子が放出される。こ
の電子とストロマのNADPおよび H＋からNADP

還元酵素の働きで，NADPH2が生成される。
⑤光リン酸化　チラコイド内腔では H＋濃度が高
くなっている。この H＋が ATP合成酵素を通っ
てストロマに移動するとき，ATPが合成される。
チラコイドでの反応をまとめると次のようになる。
　12H2O＋ 12NADP＋光エネルギー
　　　　　　　　　　　→ 6O2＋ 12NADPH2

ストロマで起こる反応　カルビン・ベンソン回路
とよばれる回路系がある。
⑥気孔からとり込まれた二酸化炭素が 6分子の
リブロース二リン酸（C5）と結合して，12分子の
ホスホグリセリン酸（C3）となる。

3章 1節　生物と光　補充解説

□❹役立っている点：紫外線に当たることにより，
皮膚でビタミンDが合成される。

害になっている点：多量に浴びると皮膚がんなど
を引き起こすリスクが増えると考えられている。
【解説】　生徒たちは，紫外線＝日焼けと認識して
いることも多いかもしれない。また，紫外線ラン
プが青色に着色してあることから，紫外線を目に
見える光と誤解している生徒もいるかもしれない。
紫外線とは何かをきちんと理解させたうえで，紫
外線の功罪について多面的に理解させたい。

□❺名称：⑴角膜　⑵虹彩　⑶毛様体
⑷水晶体　⑸網膜　⑹黄斑　⑺盲斑
⑻ガラス体　⑼視神経
はたらき：
⑵眼に入る光の量を調節する。
⑶ 毛様体筋のはたらきで水晶体の厚みを変化さ
せ，網膜上に焦点を合わせる。

□❶⑴光　⑵水　⑶気孔　⑷二酸化炭素
⑸デンプンなどの炭水化物　⑹酸素
⑺葉緑体　⑻クロロフィル aなど

【解説】　⑴～⑹の問いでは，光合成による物質の
出入りと，光合成によって有機化合物（炭水化物）
がつくられることを確認する。物質の出入りにつ
いては，植物の構造についてもふれ，単に出入り
する物質名を暗記することなく，植物の構造と機
能を関連づけて理解させたい。
　⑺～⑻の問いでは，主たる光合成の場である葉
緑体に注目する。植物体の緑色をしている部分（主
に葉）には葉緑体があり，葉緑体中に含まれるク
ロロフィルなどの色素が光を吸収していることを
確認する。
　節末問題中，光合成に関する設問はこの 1問
であるが，教科書では 3項目にわたって扱って
いる。植物が利用する光の色や，光の強さと光合
成速度の関係についても復習する配慮が望ましい。

3章 1節　節末問題　解答と解説

▲補充解説

実習解説 ▼

▲問題解答・解説

教授用
総合
指導書

教授用
総合
指導書
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問題解答集 ●教科書の節末問題の解答は，別冊でもご用意しています。
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後送

□❸プラスチックには，軽い，耐用性に富む，電
気を通しにくい，さびない，腐らない，分解
しないという性質がある。食器などは，昔は
ガラスや金属，陶磁器であったが，軽くて壊
れにくいプラスチック製のものが広まった。
また，電化製品の本体や部品は金属でできて
いたが，これも，軽くて，成形しやすく絶縁
性に優れるという理由でプラスチックが多く
なっている。容器類も木や金属だったものが
プラスチックになったものもある。しかし，
その安定な性質が利点ばかりではなく，逆に
ごみとして始末する方法が問題視されている。
リサイクルがたいせつである。

□❹熱可塑性樹脂：⑴，⑵，⑶
熱硬化性樹脂：⑷

□❺⑴と⑷

□❶⑴アルミニウム　⑵鉄　⑶ステンレス
　　⑷ジュラルミン　⑸銅　⑹青銅（ブロンズ）

□❷銅：人間が最初に生活に利用した金属は青銅
で，青銅器文化を形成した。銅は合金として
利用されることが多く，装飾品にも使われた。
鉄：鉄器時代の文化を形成している。最初の
鉄は隕鉄であろうといわれている。その後，
鉄鉱石を炭素と混ぜ，炉の中で蒸し焼きのよ
うな状態にし，鉄を還元したと考えられてい
る。日本ではこのようにして得られた鉄をさ
らに炭素中で灼熱し鍛えて，炭素含有量の少
ない鉄（鋼）をつくりあげた。
アルミニウム：20世紀になり溶融塩電解の
技術がつくりあげられて初めて，アルミニウ
ムがつくられた。ボーキサイトからつくられ
たアルミナを溶融して電気分解し，アルミニ
ウムとして使われた。

2章 1節　材料とその再利用（p.44）

□❹⑴天然繊維　⑵化学繊維　⑶植物繊維
　　⑷動物繊維　⑸合成繊維

□❺天然繊維：⑴木綿
合成繊維：⑵ポリエステル，⑶ナイロン

　　利用：木綿は吸湿性がよいのでタオルやハン
カチ，下着などに用いられる。

　 ポリエステルはしわにならずさらさらとし
ているので，衣服の生地や裏地として用い
られる。

　 ナイロンは細い糸が成形でき，引っ張り力
に強いので，ストッキングや靴下に用いら
れる。また，水を通さないので防水布とし
ても用いられる。

□❶⑴マルトース，グルコース，（デキストリン）
　　⑵グリセリン，高級脂肪酸
　　⑶ペプチド，α―アミノ酸

□❷⑴タンパク質　⑵油脂　⑶糖類

□❸糖類：米，パン，小麦，いもなど
エネルギー源として不可欠であり，からだの
組織をつくる働きをする。
タンパク質：肉類，魚類，豆腐，豆類など
エネルギー源，からだの組織をつくる，から
だの機能を調節する。
油脂：豚，牛，魚などの脂肪，豆類，クルミ，
ピーナッツなどのナッツ類など
エネルギー源，からだの組織をつくる，から
だの機能を調節する。

2章 2節　食品と衣料（p.62）

1

科人307  科学と人間生活 新訂版 節末問題解答集
実教出版

教授用
総合
指導書
問題
解答集
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▼起動画面

▼コンテンツ選択画面

●授業の様々な場面でご利用いただける「授業支援デジタルコンテンツ」を多数収録しています。
●直感的な操作で，使いたいコンテンツまですぐにたどり着くことができます。
●収録されているコンテンツは，本冊子のp.8～ p.31で詳しくご紹介しています。

授業支援
デジタル
コンテンツ

授業支援デジタルコンテ
ンツをご購入いただいた
学校様へのサポートとし
て，弊社Webサイトか
ら更新データなどをダウ
ンロードできます。

6



●『科学と人間生活 新訂版 DVD-ROM』収録コンテンツ一覧

ご授業の際に，プロジェクターやスクリーンに投影したり，電子黒板に
表示したりできるコンテンツです。授業展開スライド（PowerPoint 形
式）は文字の修正や，スライドの追加等も可能です。

授業展開コンテンツ ……

オリジナルの補助教材を作成する際に役立つ，テスト問題やプリントな
どのコンテンツです。そのまま出力するだけでご利用いただけます。編
集してご利用いただくことも可能です。

教材作成コンテンツ ……

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

授業展開スライド
(PowerPoint形式)

本文・図版データ
(PDF形式）

本文・図版データ
(Word形式）

図版線画データ
(Word形式)

評価テスト集
(Word形式)

スライド対応プリント
(Word形式)

実習レポート
(Word形式)

年間指導計画案など
(Excel形式）

課題研究レポート
(Word形式)

動画

61回分

23本

37本

6本

39物質

104図

○

○

○

○

○

17回分

61回分

28回分

3回分

アニメーション

３Ｄ分子モデル

シミュレーション

太陽系シミュレーター

電子ブック版教科書

デジタル周期表

授
業
展
開
コ
ン
テ
ン
ツ

教
材
作
成
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援デジタルコンテンツ　
科学と人間生活 新訂版 DVD-ROM

 p.8

 p.12

 p.14

 p.16

 p.17

 p.18

 p.19

 p.20

 p.22

 p.22

 p.23

 p.24

 p.10

 p.26

 p.28

 p.30
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授業展開スライド
授業支援
デジタル
コンテンツ

問いかけから始まる展
開で，授業をスムーズ
に進められます。

図を大きく示し，丁寧に
解説することができます。

教科書に掲載されてい
ない補足資料も収録。

スライド対応プリント
の答え合わせにも使え
る「まとめ」もご用意
しました。

◆ 教科書の内容を項目ごとにまとめました (PowerPoint 形式 )。
◆ 教科書の図版もそのまま収録し，板書のかわりとしてスムーズに授業を展開できます。
◆ スライドに対応した生徒用プリントもご用意しました。授業の内容を穴埋め形式で確認できます。  p.10

8



授
業
展
開
ス
ラ
イ
ド

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

簡単なイラストを使って
学習内容を理解しやすく
なるように工夫しました。

計61 回分収録
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▼解答なし

スライド対応プリント
授業支援
デジタル
コンテンツ

10



▼解答あり

計61 回分収録

ス
ラ
イ
ド
対
応
プ
リ
ン
ト

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 授業展開スライド           に対応した生徒用プリントです（Word形式）。
授業の内容を穴埋め形式で確認できます。

◆ 解答つきの紙面もご用意しました。

 p.8
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動画
授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 「高校講座」をはじめとするNHKの貴重な番組映像から，教材にふさわしい映像を収録。
◆ 各クリップの収録時間は 1分から 5分程度です。
◆ わかりやすい解説ナレーション入り。

生物の姿をじっくりと観
察することができます。
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動
画

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

貴重な資料映像も
収録しています。

繰り返し見たい実験の
ようすを鮮明な映像で
収録しました。

教科書に掲載した実験を，経験豊富な教員の目線で撮影・収録しました。

◆収録動画一覧◆
・指示薬
・銅と銀のイオン化傾向
・ニンヒドリン反応
・タンパク質の呈色反応
・酵素の働きやすい条件を調べる
・オオカナダモの光合成実験
・もやしの光屈性
・チューリップの温度傾性

・ブタの眼の構造
・ゾウリムシの体のしくみ
・光の屈性，全反射
・波の回折と干渉
・水の状態変化
・断熱膨張，断熱圧縮
・ジュール熱
・惑星以外の太陽系の仲間
・太陽の特徴と太陽活動の周期性

・粒子の堆積するようす
・自然のもたらす恩恵
・火山噴火のしくみ
・津波の威力
・液状化現象の観察
・地球温暖化

計23 本収録
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アニメーション
授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 紙面ではわかりにくい動きを，効果的に学ぶことができるアニメーションを収録しました。
◆ 各クリップの収録時間は 10 秒から 3分程度です。
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ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

教科書紙面では表現で
きない津波の発生・伝
播のようすを見せるこ
とができます。

◆収録アニメーション一覧◆
・純物質と混合物
・陽イオンと陰イオンの生成
・電気分解
・1年間のオゾン量の変化
・共有結合と分子
・鉄の製錬
・銅の電解精錬
・金属結合と金属
・付加重合と縮合重合
・イオン交換樹脂
・体内におけるデンプンの分解
・タンパク質の構造
・鏡像異性体

・酵素反応と基質特異性
・光量調節と遠近調節
・遺伝子組換えによるインスリンの生産
・炭素の循環
・波の重ね合わせ　山と山
・波の重ね合わせ　山と谷
・縦波・横波
・水の状態変化
・海風・陸風
・落下運動と力学的エネルギーの保存
・振り子運動と力学的エネルギーの保存
・断熱膨張
・いろいろなエネルギーの変換

・ガソリンエンジンの構造
・原子力発電のしくみ
・火力発電のしくみ
・水力発電のしくみ
・地球の公転
・大気の循環
・3種類のプレート境界
・火山の構造
・津波のメカニズム
・山地を越える気流と降水
・緊急地震速報
　　　　　　　

計37 本収録
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シミュレーション
授業支援
デジタル
コンテンツ

▼凸レンズ凹レンズ

〈物体を小さくした場合〉 〈虚像ができる場合〉

パラメータを動かし，どのような像ができる
のかをシミュレーションできます。

リセット

凸レンズ 凹レンズ凹レンズ凹レンズ

物体の高さ

100

レンズと像の距離 b  =

倍率

レンズと物体の距離
a =  100

焦点距離
f =   50

100

1

F1 F2

F1 F2

リセット

凸レンズ 凹レンズ

物体の高さ

50

レンズと像の距離 b  =

倍率

レンズと物体の距離
a =  100

焦点距離
f =   50

100

1

リセット

凸レンズ 凹レンズ凹レンズ凹レンズ

物体の高さ

50

レンズと像の距離 b  =

倍率

レンズと物体の距離
a =  100

焦点距離
f =   50

100

1

リセット

凸レンズ 凹レンズ

物体の高さ

50

レンズと像の距離 b  =

倍率

レンズと物体の距離
a =  100

焦点距離
f =   50

100

1

リセット

凸レンズ 凹レンズ凹レンズ凹レンズ

物体の高さ

50

レンズと像の距離 b  =

倍率

レンズと物体の距離
a =   26

焦点距離
f =   50

-54

2.08

F2F1

◆ パラメータを動かすことにより，法則性に基づく現象をより一層効果的に示すことができます。

倍率や像までの距離b を表示。

パラメータは簡単に変
更できます。直接入力
も可能です。

リセットではじめの状態に戻ります。

コントローラーは，お好みに合わせ，
左右どちらにでも配置可能。

パラメータの種類
①物体 (ロウソク )の大きさ
②物体の位置
　(レンズから物体までの距離   )
③焦点距離f
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シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

▼太陽系シミュレーター

太陽系のすがたを直感的にとらえることができる天体現象シミュレーションソフトです。
厳密な天文データにもとづいて，時間と場所を自由に行き来しながら，さまざまな天体
現象をシミュレーションできるリアルタイム 3Dシミュレーションソフトです。

過去・現在・未来を行き
来しながら，視点を宇宙
空間や太陽系の天体上へ
自由に移動できます。

様々な天体現象を簡単
に呼び出せます。プリ
セット画面は 39種類
用意しました。

詳細な操作は操作
設定パネルから行
えます。太陽系シ
ミュレーターの機
能をフルに利用す
ることができます。

あらかじめ設定されたシークエンス
を再現できるプリセットボタンです。

◆収録シミュレーション一覧◆

・アミノ酸の構造　　・凸レンズ凹レンズ　　　・振り子の力学的エネルギー
・光の反射・屈折　　・光と色の重ね合わせ　　・太陽系シミュレーター 計6 本収録
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3D分子モデル
授業支援
デジタル
コンテンツ

3D分子モデル

◆ ３Ｄモデルを自由に回転させて分子の構造を見る
ことができるデジタル分子模型です。

◆ 大きく映し出す ( 全画面表示 )，解説を見て確認
する，などいろいろな形でご活用いただけます。

ポリエチレン
をクリック 解説付き

各分子の基本情報を記述しました。
構造式と分子モデルを比較しながら
構造を確認することができます。

表示バリエーション
マウスを右クリックす
ると追加表示メニュー
を出すことができます。

各種の表示
空間充填モデルに変更し
たり，結合距離や結合角
を表示したりすることが
できます。

計39 物質収録

◆主な収録物質一覧◆
・水　　
・塩素　　
・オゾン　　
・アンモニア　　
・尿素　　
・ダイヤモンド　　
・黒鉛
・メタン　　

・エタノール　　
・エチレン　　
・α-グルコース　　
・β-グルコース
・スクロース　　
・アミロース　　
・セルロース　　
・DNA　　

・RNA　　
・インスリン
・ナイロン66　　
・ポリエチレンテレフタラート　　
・ポリエチレン　　　など
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デジタル周期表
授業支援
デジタル
コンテンツ

３
Ｄ
分
子
モ
デ
ル
／
デ
ジ
タ
ル
周
期
表

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

 ◆ データ豊富なデジタル版の元素図鑑です。
 ◆ 単体や自然界での存在例の映像を見ながら各元素の性質を学習することができます。

Sbをクリック

解説文はON-OFF
可能です。

豊富な基本データ
融点・沸点，電気陰性度，
電気抵抗率など，各元素の
基本データを豊富に収録。

動画収録
単体も存在例も映像が回転
して質感を伝えます。

▼詳しい電子配置
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電子ブック版教科書
授業支援
デジタル
コンテンツ

単語検索をすれば，その単語が掲載され
ているすべてのページが検索できます。
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電
子
ブ
ッ
ク
版
教
科
書

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 全文検索機能やペン機能，付箋機能，拡大・縮小機能などを使用できる教師用の電子ブック版教科書です。

◆動作環境
対応OS：Windows 7，8.1，10
対応ブラウザ： Internet Explorer 11 

※ブラウザは JavaScript が動作する環境でAdobe Flash Player 最新版が
　プラグインされている必要があります。
※タッチパネル操作は一部機能が動作しないことがあります。

拡大することができます。

付箋機能を使えば，メモ
とリンクを記録しておく
ことができます。

ペン機能を使えば，アンダー
ラインを引くなど，紙面に
書き込みができます。
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本文・図版データ
授業支援
デジタル
コンテンツ

▼教科書の紙面（PDF形式）

▼教科書の本文テキスト（Word形式）

◆ 教科書紙面のPDFデータと教科書本文のテキストデータ（Word形式）です。

PDFから文字や図版を切
り取ることができます。

必要なテキストを
選んでWord 上で
直接編集できます。
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本
文
・
図
版
デ
ー
タ
／
図
版
線
画
デ
ー
タ

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

図版線画データ
授業支援
デジタル
コンテンツ

▼教科書のモノクロ線画（Word形式）

◆ 教科書の図版を線画にしました。プリント作成などに使用できます。（Word形式）

文字をテキストボッ
クス化してあるので，
Word 上で自由に文
字編集できます。

グレースケールにす
ると判りにくい図版
を選んで，モノクロ
の線画にしました。

計104 図収録
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評価テスト集
授業支援
デジタル
コンテンツ
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評
価
テ
ス
ト
集

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 定期テストなどにご利用いただける問題集です。解答入りの紙面もご用意しました。（Word形式）

計17 回分収録
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実習レポート
授業支援
デジタル
コンテンツ
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実
習
レ
ポ
ー
ト

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 教科書にある実習を行う際にご利用いただけるレポートです。(Word 形式 )
計28 回分収録
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課題研究レポート
授業支援
デジタル
コンテンツ
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課
題
研
究
レ
ポ
ー
ト

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 教科書にある課題研究を行う際にご利用いただけるレポートです。（Word形式）
計3 回分収録
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年間指導計画案
授業支援
デジタル
コンテンツ

▼年間指導計画案

◆ 年間指導計画案，観点別評価，編修趣意書を収録しました。
◆ 適宜，修正して使用することができます。（Excel 形式）
◆ 弊社Webサイトよりダウンロードすることもできます。
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授業支援
デジタル
コンテンツ

▼観点別評価

▼編修趣意書
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▼生徒用ワークシート（Word形式）

映像
DVD

指導資料　DVD　科学と人間生活

・NHKの豊富な映像資料から,  教科書の理解をより深められる観察・実験などの映像を厳選して収録しました。
・授業の導入やまとめ,  学習テーマの確認に利用できます。
・各巻に指導用資料CD-ROM付き（内容資料，生徒用ワークシートWordデータを収録）。

● 第1巻　光や熱の科学・物質の科学
● 第2巻　生命の科学・宇宙や地球の科学
　発行：NHKエンタープライズ
　企画・販売：実教出版株式会社

全2巻  各巻定価 （本体 19,000 円＋税）
2巻 セット定価 （本体 38,000 円＋税）

第 2巻 生命の科学・宇宙や地球の科学

ＣＤ-ＲＯＭ付
「内容概略」

｢生徒用ワークシート｣収録

7実教 科人301
準拠

全2巻

第 1巻 光や熱の科学・物質の科学

ＣＤ-ＲＯＭ付
「内容概略」

｢生徒用ワークシート｣収録

全2巻

7実教 科人301
準拠
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映
像
D
V
D

映像
DVD

● 第1巻　光や熱の科学・物質の科学 ● 第2巻　生命の科学・宇宙や地球の科学
　　

　　

光
や
熱
の
科
学

物
質
の
科
学

 １

 ２

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

１０

１1

１2

１3

１4

１5

光の直進性を確認しよう（2分11秒）

乱反射（2分20秒）

凸レンズの焦点（2分04秒）

顕微鏡の製作（3分19秒）

プリズムによる光の分散（2分31秒）

波の回折（2分24秒）

重ね合わせの原理（1分49秒）

回折格子による光の干渉（3分17秒）

偏光板を使って反射光を観察（4分39秒）

ブラウン運動の観察（1分50秒）

いろいろな物質の比熱の測定（4分37秒）

振り子の観察（4分10秒）

力学的仕事による水温の上昇（2分08秒）

エネルギーの変換（3分40秒）

水飲み鳥（2分44秒）

 １

 ２

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

１０

１1

１2

１3

１4

１5

１6

色ガラスをつくろう（2分44秒）

金属の腐食と溶解の観察（2分27秒）

プラスチックの合成①　フェノール樹脂（2分06秒）

プラスチックの合成②　ポリスチレン（2分10秒）

プラスチックの合成③　尿素樹脂（1分39秒）

ポリエチレンの熱分解（2分52秒）

合成高分子中の成分元素の検出（2分09秒）

プラスチックの性質（3分09秒）

スクロース（ショ糖）中の炭素（1分44秒）

バターをつくろう（1分50秒）

石けんをつくろう（2分24秒）

豆乳からタンパク質を分離しよう（3分01秒）

タンパク質の検出（5分03秒）

デンプンの消化（3分09秒）

銅アンモニアレーヨンをつくろう（1分53秒）

ナイロン66を合成しよう（1分45秒）

 １

 ２

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

１０

１1

１2

１3

１4

１5

１6

顕微鏡の使い方（1分43秒）

葉の構造（2分17秒）

緑葉中の色素の分離と光の吸収（3分16秒）

光の強さと光合成（2分58秒）

アルテミアの光走性（1分01秒）

眼のしくみ（1分53秒）

眼の遠近調節（2分21秒）

近視 遠視が眼鏡で矯正されるしくみ（2分37秒）

空気中の微生物の観察（2分06秒）

水中の微生物の観察（1分50秒）

食品中の微生物の観察（2分03秒）

発酵食品・しょうゆ（2分22秒）

アルコール発酵（3分20秒）

乳酸菌の観察（2分01秒）

活性汚泥中の微生物の観察（1分46秒）

空気中の微生物による有機化合物の分解（1分47秒）

 １

 ２

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

１０

１1

１2

１3

１4

１5

１6

１7

宇宙の中の地球（4分51秒）

天球と日周運動（3分27秒）

金星の満ち欠けと大きさの変化（3分10秒）

フーコーの振り子（1分42秒）

地球型惑星と木星型惑星（3分03秒）

水の惑星　地球（3分01秒）

河川に沿った地形（3分10秒）

火山の景観（2分33秒）

日本の気候（3分30秒）

プレートテクトニクス（2分06秒）

プレートの運動と地震・火山（2分43秒）

兵庫県南部地震（1分36秒）

雲仙普賢岳の火山災害（1分10秒）

気象災害（台風）（1分23秒）

気象災害（集中豪雨）（1分44秒）

気象災害（豪雪）（1分57秒）

気象災害（干ばつ・渇水）（1分20秒）

　　

　　

生
命
の
科
学

宇
宙
や
地
球
の
科
学



　　　　　　　　　　　　視聴方法
①アプリ「CP Clicker」をインストールしてください（初回のみ）。
②アプリ「CP Clicker」を起動してください。
③スキャンモード　　 にし，スマホ画面に表紙全体が入るよう
　にかざします。
④表紙が認識されると，コンテンツが表示されます。
　※コンテンツは画面を横長にしてご覧ください。
　※コンテンツのサンプルは無料でご覧いただけますが，通信会
社との契約内容によっては，アプリのダウンロードや動画再
生の際に別途通信費用がかかる場合があります。

RICOH CP Clickerの
インストール

◆検索ワード
リコー　クリッカー

この冊子の表紙を『 RICOH CP Clicker（iOS/Android  
アプリ）』で撮影することで，デジタルコンテンツのサン
プルをご覧いただけます。ぜひご体験ください。

TM

または

実教出版株式会社　http://www.jikkyo.co.jp/

本　　社　〒102-8377 東京都千代田区五番町5　電話03-3238-7773～ 7　Fax.03-3238-7755
大阪支社　〒532-0003 大阪市淀川区宮原5-1-3 NLC新大阪アースビル　電話06-6397-2400　Fax.06-6397-2402
九州支社　〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3-2-1 日本生命博多駅前ビル　電話092-473-1841　Fax.092-471-7529

本冊子に記載されている会社名，製品名はそれぞれ各社の登録商標または商標です。
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